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　支部虫垂
高知支部・高知L星の會コ蓮信

　L高知星の會「生れて僅か3ケ月絵，其の間多事多端の内に直々生長し，即

ち，本年に入りては1月23日五藤屋三氏の來高話間に亙り，縣上申等男女子

學校天文巡圃講i演及び高知初等教育研究會後援のもとに講演會を開催　同月

24日14時よb高知市商工會議所直上に於てL”1■一星を観るの會nが開催された

が，論士講演及びL白翌星を当るの會「蛮表が各新聞紙上を通じて一下一般に

知られた爲，非常なる衝動を與へた・2月56目には山本一清博士の來高を機

として又々各新聞紙上を賑はし，高知新聞向後面出講堂に於て『宇宙論の改

新」と題して有釜なる天文講演會が開催されたが，辣点者百敷五衰の誌面で，

兵庫後，山本博士を中心に圧談會も開かれ大いに親睦の度を深めた．そもそ

も土佐藩主山内家は代々天文學の造詣深く同家に嘉する地球儀，天球儀その

他面鮎が山本博士の調査に依り，愈々縣下のアマチュアに關心を與へた．時

期到來，市庭に於てド潮齢の會は同月20日第1同総愈を，事務所高知市播磨

町井筒屋階上に於て開催した．當日は19時より開會．十除里の道をも遠しと

せす出席した熱心なアマチュアもあった．定刻，前壷のし星の會「の経過及び

塾則案の諏告あり．A長に篠崎長之氏を推薦したが，會長より各役員の推薦，

會員の歯冠に依り虚貝の決定を見た．猫顧問には山本一命博士，五瑞、齊厭忌，

高知商工画譜所謝面面松山秀美氏を推薦した・融楽長，赤松貞實氏．幹事，

小澤國三郎，池叶太郎，正木鮭三，久保康llゆ4氏が任命され，會計には

近森友喜氏と決定し，叉，事業澹當として小澤，池雨曇が活動する事に決定

した．將來は市の中心有力者の後援を求める臨く，又内部には正木，久保雨

氏の熱誠的な査力と相倹って遠大なる理想のもとに着々進出して居る．

　本月22日より南岳土佐大博覧會の開會を機として高知星の會管理に依る特

設天交館の設置を見た，同鎧は白璽ド1ムの本式の天文甫で屋上には地上用

望遠鏡数墓設置して一般の槻」．二に供して居る．開期中45日聞は大v・に宣傳す

る方針である．高知星の愈の3，4月は中々多忙である．（高知星の會）
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大阪支部逼信（2・3則

　□支部委員三二銀河編輯會議　2月23目夕伊達氏宅にて9名出席，

　回支部報第20號　本部臨時絡會案内市内100通，府下兵庫縣下100通，返信用

葉書を封入して大阪・憩戸爾支部員名簿作製資料とす・

　圖銀河第捲第2號表紙L電氣科學館案内圖■，口糟鳥眞Lプラネタリウム機

械「，巻頭言L天文上の傳説について「山本一清，L偶感聚宇宙と入生）津田，

L電氣科學館案内記「編輯部，Lプラネタリウムの今日まで「P．ランゲ，　Lプ

ラネタリウムの組立中を見る「西森，Lプラネタリウム羅想「宇野，　L星のぞき

（2）「イグレツク生，Lダニエル彗星の槍出「清水眞一，　L木邊潮測所の30糎星

覗き「炉達，L天文街を往く（2丁目）「天界漫歩士，編輯後記，本文50頁釜・々内

容充實既刊・

　　　　　　　　　大阪支部4月例會

1．日時4月28口（天長節前日）エ8時孚より

1．場所門門科門門地階食堂別室（白白10銭）

1。講演Lプラネタリウムの遊星軌道論■理學士高木公三郎氏

新名舞會員の推薦

　去る3月7日，大阪にて開かれたる臨時総會に於いて，大阪市電氣四四館長

小畠康郎氏を名門會員に推薦された．（會則第9條に依る）

福輯後記鱗の継接航測髄って來た酒仙り煙の解を載
　　　　　　　　せる事とした．公文氏の干渉計の話は目新らしいが少し難解かも知

オしぬ．兎に角，硬軟取り混ぜて編輯する考へであるから御承知願ひ度い．爾副會長より

の御挨拶は早くより頂戴してみながら，都合で逓れた事を御断りする・（星見）


